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1. ２次元の点（ベクトル）を (0.5, 0.6), (0, 6), (1, 6.3) (1/3, 13/9)とする．これらの点を授業で
習った意味で最も良く当てはめる２次曲線を求めよ．四則演算にのみ計算機を使用してもよい
とする．

2. Sと T をRnの２つの独立なベクトル部分空間とする（つまり S ∩ T = {0}）．このとき，以下
の (a)と (b)を証明せよ．

(a) ∀z ∈ S ⊕ T は z = x+ y，x ∈ S，y ∈ T として一意的に表現できる．

(b) dim(S ⊕ T ) = dim(S) + dim(T )．

(c) S =

{(
a+ b −a

a 1
2b

)
∈ R2×2

∣∣∣∣∣ a, b ∈ R

}
として定義したとき，S+T = R2×2，dim(T ) ≥

3，S ∩ T ̸= {0}となるような R2×2のベクトル部分空間 T を具体的に一つあげよ．

3. A ∈ Rm×rに対して，rank(ATA) = rであれば rank(A) = rであることを示せ．

6


